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 徳大行事予定 
 2007/10/1～2007/12/31

●「ＶＢＬ院生夏の学校」 
９月５日(水)～７日(金)／産学官連携プラザ ３Ｆ 産学連携ホール  
問い合わせ先：ベンチャービジネス育成研究室  
田中仁夫 Tel:０８８－６５６－７５９５  
E-mail:ktanaka@ccr.tokushima-u.ac.jp  
 
●「イノベーションジャパン２００７」  
９月１２日(水)～１４日(金)／国際フォーラム  
問い合わせ先：産学連携研究企画部 Tel:０８８－６５６－７５９２  
E-mail:center@ccr.tokushima-u.ac.jp  
 
●「第１回ＭＯＴ講座」  
９月１９日(水)１３：３０～１７：００／産学官連携プラザ ３Ｆ 産学連携ホール  
問い合わせ先：イノベーション人材育成センター Tel:０８８－６５６－７５９２  
E-mail:center@ccr.tokushima-u.ac.jp  
 
●「創業ベンチャー経営者募集に関する説明会」  
９月２１日(金)１８：００～／秋葉原ダイビル  
９月２８日(金)１８：００～／大阪サテライトオフィス  
問い合わせ先：産学連携研究企画部 矢野照久 Tel:０８８－６５６－７５９２  
E-mail:center@ccr.tokushima-u.ac.jp 
 
●第２回四国地区「大学知的財産戦略研修会」  
１０月５日(金)／産学官連携プラザ ３Ｆ 産学連携ホール  
問い合わせ先：産学連携・研究推進課 Tel:０８８－６５６－７５９２  
E-mail:sangaku@ccr.tokushima-u.ac.jp  
 
●「徳島ビジネスチャレンジメッセ」  
１０月１１日(木)～１３日(土)／アスティ徳島  
問い合わせ先：産学連携研究企画部 Tel:０８８－６５６－７５９２  
E-mail:center@ccr.tokushima-u.ac.jp  
 
●「第５４回徳島大学解剖体慰霊祭」 
１０月１６日（火）／徳島大学大塚講堂（蔵本） 
問い合わせ先：医学・歯学・薬学部等事務部 学務課 Tel:０８８－６３３－９６４９ 
E-mail:isygakumudgic@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●「平成１９年度国立大学法人徳島大学永年勤続者表彰式」 
１１月２２日（木）／医学部青藍会館大講義室（蔵本）  
問い合わせ先：総務部人事課福祉第一係 Tel：088-656-8603  
E-mail：jnfuku1k@jim.tokushima-u.ac.jp  
 
●「第４回大学院ヘルスバイオサイエンス研究部シンポジウム」 
１１月２２日（木）／１３:００～１７:００／長井記念ホール（蔵本） 
問い合わせ先：医学・歯学・薬学部等事務部 総務課 Tel:０８８－６３３－９１１８ 
E-mail: isysoumu1k@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●「第４回大学院ヘルスバイオサイエンス研究部市民講座」 
１１月２５日（日）１３:００～１７:００／徳島県郷土文化会館 
問い合わせ先：分子制御内科学分野 Tel:０８８－６３３－９２７１ 
 
●第２回国際シンポジウム・ＦＤワークショップ 
「２１世紀の口腔科学が目指すべき方向性 -全身の健康を担う 
オーラルサイエンス-」  
１２月８日（土）／長井記念ホール・歯学部  
問い合わせ先：医学・歯学・薬学部学務課第二教務係  
Tel:０８８－６３３－７３０３  
E-mail:isygakumu2k@jim.tokushima-u.ac.jp
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■
第
５８
回
四
国
イ
ン
カ
レ
開
催 

　
第
５８
回
四
国
地
区
大
学
総
合
体
育
大

会
（
四
国
イ
ン
カ
レ
）は
、一
部
の
競
技
を

除
い
て
６
月
２９
日
（
金
）か
ら
７
月
１
日

（
日
）
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
、愛
媛

県
を
舞
台
に
愛
媛
大
学
が
当
番
大
学
と

な
り
、
２８
大
学
・
短
大
か
ら
約
３
５
０
０

名
の
学
生
が
参
加
し
、
２６
競
技
に
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
か
ら
は
、
２３
競
技
に
４
２
１
名（
男

子
３
４
７
名
、女
子
７４
名
）の
学
生
が
出

場
し
、競
技
別
で
は
、優
勝
が
自
動
車
競

技（
男
子
）・
水
泳
競
技（
女
子
）、第
２
位

が
体
操
競
技
（
男
子
）
、第
３
位
が
水
泳

競
技
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
剣
道
・
ボ
ー
ト（
以

上
男
子
）、硬
式
庭
球（
女
子
）と
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
。 

　
本
学
の
総
合
成
績
は
、男
子
が
第
４

位（
昨
年
第
５
位
）、女
子
が
第
５
位（
昨

年
第
７
位
）と
健
闘
し
ま
し
た
。 

     

■
日
亜
特
別
待
遇
奨
学
生
採
用
証
書

授
与
式
・
日
亜
成
績
優
秀
賞 

表
彰
式
を
挙
行 

　
工
学
部
で
は
、７
月
３
日
（
火
）
に
日

亜
特
別
待
遇
奨
学
生
採
用
証
書
授
与
式

を
日
亜
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し

た
。 

　
日
亜
特
別
待
遇
奨
学
生
制
度
は
日
亜

化
学
工
業
株
式
会
社
か
ら
贈
ら
れ
た
奨

学
寄
附
金
を
原
資
と
し
、学
部
生
及
び

大
学
院
生
を
対
象
と
す
る
返
済
の
義
務

を
課
さ
な
い
奨
学
金
制
度
で
、
２１
世
紀

を
担
う
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
を
大
き

な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
入
学
試
験
や
前
年
度
ま
で
の
成
績
、

研
究
業
績
等
で
選
考
さ
れ
た
学
部
生
１３

名
、大
学
院
生
１２
名
、国
際
連
携
大
学
院

コ
ー
ス
学
生
１０
名
の
、計
３５
名
が
大
学
院

ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
長
か

ら
採
用
証
書
を
授
与
さ
れ
、採
用
生
代

表
の
生
物
工
学
科
遠
藤
卓
也
さ
ん
が
、

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
奨
学
生
制
度
は
平
成
１７
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、奨
学
生
に
は
進
級

時
に
学
業
成
績
等
の
審
査
を
条
件
に
、

卒
業
（
修
了
）
ま
で
の
間
、毎
月
１０
万
円

が
支
給
さ
れ
、国
際
連
携
大
学
院
コ
ー
ス

の
奨
学
生
に
は
、１
年
間
毎
月
７
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、同
日
午
後
に
日
亜
成
績
優
秀 

賞
表
彰
式
も
挙
行
さ
れ
、学
科
長
か
ら

推
薦
さ
れ
た
２１
名
の
前
年
度
の
成
績
優

秀
者
が
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
部
長
か
ら
優
秀
賞
を
授
与
さ
れ
、

奨
学
金
と
し
て
２０
万
円
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
成
績
優
秀
者
制
度
も
奨
学
生
制

度
と
同
じ
寄
附
金
を
原
資
と
し
、入
学

後
の
努
力
に
よ
り
優
秀
な
成
績
を
修
め

た
学
部
学
生
に
対
し
、奨
学
金
を
贈
る

こ
と
に
よ
り
勉
学
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
「
徳
島
地
域
連
携
協
議
会
」
開
催 

　
「
平
成
１９
年
度
第
１
回
徳
島
地
域
連

携
協
議
会
」
を
８
月
３
日
（
金
）
に
徳
島

大
学
地
域
・
国
際
交
流
プ
ラ
ザ（
日
亜
会

館
）で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
本
協
議
会
は
、徳
島
県
、県
教
育
委
員

会
、県
市
長
会
、県
町
村
会
及
び
徳
島
大

学
が
連
携
・
協
力
し
、連
携
事
業
の
企
画
・

調
整
を
行
い
、地
域
貢
献
に
資
す
る
目

的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、今
回
で
７
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

　
会
議
で
は
、黒
田
会
長（
徳
島
大
学
副

学
長
）の
進
行
に
よ
り
、今
年
度
の
共
催

事
業
計
画
及
び
県
・
市
町
村
と
大
学
の

連
携
・
要
望
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

事
業
計
画
で
は
、ゴ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
事
業
」
を
通
じ
て
地
球
温
暖

化
対
策
や
町
財
政
縮
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
上
板
町
で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

開
催
や
平
成
２０
年
１
月
〜
２
月
に
地
域

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
ま
た
、県
・
市
町
村
と
大
学
の
連
携
・

要
望
事
項
で
は
、大
学
が
５
月
に
自
治
体

と
大
学
に
対
し
て
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調

査
の
結
果
、要
望
書
の
提
出
が
あ
っ
た
３

９
件
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、今

後
、連
携
に
向
け
て
協
議
を
開
始
し
、可

能
な
も
の
か
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
Ｐ
Ｆ
Ａ
国
際
歯
学
会 

奨
学
金
の
受
賞  

　
７
月
２７
日
に
ピ
エ
ー
ル
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル

ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
）
国
際
歯
学
会
に

お
い
て
歯
学
科
５
年
次
学
生
の
高
嶋
ま

ゆ
子
さ
ん
が
奨
学
金
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ピ
エ
ー
ル
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ

ー
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
）
は
１
９
６
３
年
に
米
国
で

設
立
さ
れ
、世
界
６５
カ
国
で
７
０
０
０
名

の
会
員
を
擁
す
る
組
織
で
す
。
　 

　
本
奨
学
金
は
、各
国
の
歯
科
大
学
・
歯

学
部
の
学
生
の
中
か
ら
、学
業
成
績
に

優
れ
且
つ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
将
来

が
期
待
さ
れ
る
学
生
に
授
与
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
、当
歯
学
科
学
生

に
対
し
、こ
の
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
０
７ 

を
開
催 

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
、８
月
２
日
（
木
）〔
医
学
部

栄
養
学
科
・
保
健
学
科
、工
学
部
〕、３
日

（
金
）〔
医
学
部
医
学
科
、薬
学
部
〕、７
日

（
火
）〔
総
合
科
学
部
〕
、８
日
（
水
）〔
歯

学
部
〕の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
台
風

５
号
の
影
響
で
参
加
者
数
が
減
少
し
た

学
科
も
あ
り
ま
し
た
が
、全
体
的
に
は
、

県
内
外
の
高
校
生
、保
護
者
、高
校
教
員

等
を
合
わ
せ
て
、前
年
度
よ
り
３
８
９
人

多
い
２
６
６
７
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
各
学
部
で
は
、学
部
・
学
科
紹
介
、入

学
試
験
案
内
、施
設
見
学
を
は
じ
め
と

し
て
、授
業
・
実
習
の
体
験
、研
究
内
容

紹
介
な
ど
、多
彩
な
内
容
を
準
備
し
、本

学
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

■
第
１１
回
科
学
体
験 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ 

徳
島 

　
徳
島
大
学
工
学
部
は
、子
ど
も
達
が

実
際
に
科
学
実
験
等
に
参
加
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、科
学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「
科
学
体
験

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ｉ
ｎ 

徳
島
」
を
８
月
４

日（
土
）、５
日（
日
）の
両
日
、同
学
部
構

内
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、子
ど
も
達
の

理
科
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、平

成
９
年
度
か
ら
始
ま
り
、
１１
回
目
と
な
る

今
回
も
「
さ
わ
っ
て
、つ
く
っ
て
、楽
し
い

科
学
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、同
学
部
の
各

研
究
室
を
は
じ
め
、県
内
の
小
・
中
・
高

校
の
教
員
や
大
塚
製
薬

（株）
、日
亜
化
学

工
業

（株）
、

（株）
タ
ダ
ノ
と
い
っ
た
県
内
外
の

企
業
等
か
ら
出
展
さ
れ
た
４５
の
ブ
ー
ス

と
と
も
に
、小
・
中
学
生
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
展
も
開
催
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
特
別
企
画
は
、技
術
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
を
更
に
練
り
上
げ

た
「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
の
新
企
画
版
。

地
球
の
６
分
の
１
の
重
力
を
疑
似
体
験

で
き
る
「
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
や
、レ
プ
リ

カ
の
宇
宙
服
を
試
着
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

「
宇
宙
服
に
触
れ
て
み
よ
う
」
な
ど
に
子

ど
も
達
は
、歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
、宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
か
ら
山
方
健
士
開
発
員

を
、今
年
新
た
に
、高
知
県
立
芸
西
天
文

学
習
館
か
ら
コ
メ
ッ
ト
ハ
ン
タ
ー
と
し
て

有
名
な
関
勉
氏
を
講
師
に
招
へ
い
し
、特

別
講
演
会
「
宇
宙
服
の
な
ぞ
」
、「
彗
星

の
な
ぞ
と
彗
星
探
し
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
た
。
講
演
会
に
は
、徳
島
県
立
城
ノ

内
中
学
校
の
生
徒
を
は
じ
め
と
し
て
７０

名
近
い
聴
衆
が
あ
り
、宇
宙
服
や
彗
星
に

関
す
る
講
演
に
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、夏
休
み
中

と
あ
っ
て
、２
日
間
で
８
０
０
０
人
を
超

え
る
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
訪
れ
、大
盛

況
で
し
た
。 

 

■
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成 

セ
ン
タ
ー
設
置
記
念
式
典
」
及
び 

「
平
成
１９
年
度
産
学
官
連
携 

製
造
中
核
人
材
育
成
講
座
開
講
式
」 

　
８
月
１０
日（
金
）本
年
度
新
た
に
設
置

し
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
設
置
記
念
式
典
」「
平
成
１９
年
度
産

学
官
連
携
製
造
中
核
人
材
育
成
講
座
開

講
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
式
に
は
、四
国
経
済
産
業
局
、徳
島
県
、

県
内
企
業
な
ど
同
セ
ン
タ
ー
の
人
材
育

成
講
座
へ
の
支
援
者
ら
約
８０
名
以
上
が

出
席
し
、佐
竹
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
長
、青
野
学
長
の
挨
拶
の
後
、

林
恒
夫
四
国
経
済
産
業
局
次
長
、齋
藤

秀
生
徳
島
県
商
工
労
働
部
長
、久
米
徳

男
徳
島
県
機
械
金
属
工
業
会
理
事
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
人
材
育
成
講
座
は
、平
成
１７
〜
１８
年

度
に
経
済
産
業
省
産
学
連
携
製
造
中
核

人
材
育
成
事
業
の
再
委
託
を
受
け
、企

業
の
求
め
る
実
践
的
な
技
術
者
を
養
成

す
る
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
た

も
の
で
、本
年
度
か
ら
県
内
関
係
機
関･

企
業
な
ど
約
１００
団
体
の
支
援
の
も
と
、

自
立
化
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
補

助
事
業
の
後
、関
係
各
所
か
ら
の
支
援
・

要
望
を
受
け
自
立
事
業
化
で
き
た
成
功

事
例
は
、全
国
的
に
も
極
め
て
少
な
く
、

本
学
の
有
す
る
教
育
効
果
を
社
会
に
還

元
し
、産
業
の
振
興
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

           

お
詫
び
と
訂
正 

　
Ｎ
ｏ
．１
２
８（
２
０
０
７
夏
号
）に
掲
載
し
ま

し
た
「
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
式
」
に
お
き

ま
し
て
、次
の
方
々
の
元
の
所
属
部
局
等
が
大

学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部
の
誤
り
で
し
た
の
で
、お
詫

び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

　
伊
東
　
進
名
誉
教
授 

　
岸
　
恭
一
名
誉
教
授 

　
山
内
　
卓
名
誉
教
授 

　
福
澤
健
治
名
誉
教
授 

 


